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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本博士論文は東アジアにおける日系食品製造業の立地選択要因を計量経済学的に分析した極めて水準の高
い論文である。本論文は、東アジアにおける日系食品企業の立地選択要因分析を行い、市場ポテンシャル、
サプライアクセス、および空間的依存性が立地選択要因として極めて重要であるということを初めて解明し
た論文である。
　本論文の理論性、そして実証分析の方法論に関して学術的意義は大きい。申請者の本論文に対する研究構
想力、目的を達成するための仮説の設定、実証モデルとモデルの分析結果、および研究成果のオリジナリティ
は博士の学位を与えるに相応しい高い学術水準に達している。
　よって、著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
